
放射線②

口腔内エックス線撮影法

エックス線の発生について

①エックス線管内の陰極にあるフィラメントが加熱される

②電子が発生する

③陰極・陽極間に高電圧を与え、電子を加速させる

④加速させられた電子がターゲットに衝突するとエックス線が発生

撮影方法

二等分法

ショートコーンを使用する

拡大率が歯冠と歯根で異なる 歪みが生じる

平行法

ロングコーンを使用する 焦点・皮膚間距離が長くなる

歯の拡大・歪みを少なくするため

画像が縮小傾向

鮮鋭度は向上する

二等分法よりも照射時間が長くなる

放射線生物学・治療・防護

生物学的作用

放射線が身体にあたると

効果(病・障害)の発現まで潜伏期がある

組織や細胞によって感受性が異なる

DNAの損傷

細胞への損傷因子

①細胞周期

M期

G1期

S期 感受性が低い

G2期 感受性が高い

②酸素効果
フリーラジカル

③温度効果
細胞の温度が上昇すると感受性も上昇する

④化学的影響
システイン・システアミン・シスタミン・シスチン 放射線の影響を軽くする

腫瘍の感受性

高

セミノーマ(精上皮腫)

悪性リンパ腫

中
扁平上皮癌

低

骨肉腫

悪性黒色腫

腺癌

組織の感受性

高

リンパ組織・脾臓・胸腺

骨髄

精巣・卵巣

中

粘膜

唾液線・汗腺・脂腺

皮膚

肺・腎・肝臓・甲状腺

低

結合組織・血管

軟骨・骨

神経細胞・神経繊維

影響の分類

確率的影響

病気の発症確率を表す

しきい値・なし

例
遺伝的影響

悪性腫瘍

確定的影響

病気の発症はもう確定・重症度を表す

しきい値・あり

例

白内障

皮膚の紅斑

脱毛

防護3原則

①行為の正当化
不要な撮影は行わない

②行為の最適化

できるだけ少ない線量で

デジタルで撮る(アナログは被曝量多い)

高感度の増感紙やフィルムを使用する

照射野の制限

適切な焦点・被写体間距離・管電圧・ろ過・画像処理

防護服を着る

ALARAの原則 行為の最適化の別名と考えてOK

③線量限度

患者さんにはない

職業被曝と公衆被曝に適応 医療被曝は適応外

治療

遠隔操作式 小線源 放射線治療装置(RALS)

舌癌に直接チューブを挿入し、放射線治療を行う

遠隔操作で照射するため 術者(職業)被曝がない

Ir(イリジウム)を用いる

治療の副作用分類

早期障害

放射線宿酔

皮膚・粘膜炎

味覚障害

唾液腺分泌障害による 口腔乾燥

晩期障害

白内障

顎骨骨髄炎・骨髄死

唾液腺分泌障害による
口腔乾燥

多数歯齲蝕

単位

Gy(グレイ)

物質が吸収したエネルギー量

1kgあたり1J(ジュール)で1Gy

Sv(シーベルト)

放射線防護のとき使われる単位
身体の影響を知るための尺度

確率的影響はこの単位から調べる

実効線量の計測に用いる

確率的影響

組織荷重係数により求める

公式
実効線量＝組織の等価線量×組織荷重係数

等価線量の計測に用いる

確定的影響

放射線荷重係数により求める

公式
等価線量＝吸収線量×放射線荷重係数
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